
地域福祉課障がい福祉係 ☎・内線1110

３１日まで）を委嘱しています。
　相談は無料で秘密は守られます。お近くの相談
員へお気軽にご相談ください。

　市は、障がいのある人の地域活動の推進や更生
保護、生活に関する悩み事の相談に応じるために、
身体障害者相談員７人（任期＝平成３0年３月３１日
まで）と、知的障害者相談員２人（任期＝３0年７月

障がいの相談はお近くの相談員へ

身体障害者相談員 知的障害者相談員

ささえあいの輪

関昇一さん
松川　76-4205

長根新一郎さん
共新　74-2638

田村幸八さん
寺田　77-2521

工藤正美さん
南平笠　76-4231

佐々木政男さん
中松尾　74-2751

池田佐江子さん
寄木新田　76-4730

宇土沢弘子さん
秋葉　72-2080

熊澤博さん
上関　77-2435

伊藤昇さん
南寄木　76-3673

※　「地域おこし協力隊だより」は、いわて国体そばっち通信拡充のため、お休みとなります。ご了承願います。

希望郷いわて国体　開会まであと い
わ
て
国
体
開
催
ま
で

あ
と
少
し
！

そばっち通信
　希望郷いわて国体市実行委員会では、ホームページ（http://
www.hachimantai-kokutai.jp/）やfacebookで情報を配信中！
　右のＱＲコードを読み取ると、直接ホームページにアクセ
スできます。

市大会スローガン
きそえ つどえ かがやけ 農

みのり

と輝
ひかり

の大地で
Vol.16

国体マスコットキャラクターそばっち
（ゴルフバージョン）

いが込められています。
　この日に誕生した「八幡平市の火」は、１0月１日
㈯の希望郷いわて国体総合開会式で、県内３３市町
村の炬火が１つに集められ、北上総合運動公園北
上陸上競技場の炬火台に点火されます。

　8月１５日、八幡平ふるさと花火まつり会場で
炬
き ょ か

火集火式を行いました。
　市内１0校の、全ての小学校でおこしてきた火が
会場に集まって、市長の持つ炬火トーチへ集めら
れ、八幡平市の火が誕生しました。
　また、併せて市実行委員会で募集していた炬火
名の発表も行いました。
　応募総数１90作品の中から佐藤務

つとむ

さん（古屋敷）
の「農

みのり

と輝
ひかり

　つなげよう未来へ　八幡平の火」が、
八幡平市の炬火名として選ばれました。
　この炬火名には「八幡平市の豊かな自然と温か
い人との絆

きずな

を子供たちにもつなげたい」という思

　西根中学校の美術部から、国体のポスター原画
を制作してもらいました。
　制作した美

み の

濃あみさん（３年）と福士彩
あ み か

美華さん
（３年）は「八幡平市の豊かな自然の中でのびのび

国体のポスターを制作

【平成２８年9月8日現在】

日

各
小
学
校
で
お
こ
し
て
き
た
火

が
ひ
と
つ
に
集
め
ら
れ
ま
し
た

八幡平市の火が誕生

参加者全員による「国体がんばろう」の掛け声で開催の機運を盛り上げました

とプレーをしているイメージで描きました。見た
人には競技している躍動感が伝わってほしいで
す。出場する選手にはベストを尽くしてもらいた
いです」と語ってくれました。
　ポスターは、市内各所に掲示していますので、
ぜひご覧ください。原

画
を
制
作
し
た
美
濃
あ
み
さ
ん

（
左
）と
福
士
彩
美
華
さ
ん（
右
）

　
９
月
は
岩
手
県
自
殺
防
止
月
間
で

す
。

　
本
県
の
自
殺
死
亡
率
は
、
平
成
１0

年
以
降
、
常
に
全
国
上
位
（
１
～
４

位
）
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
平
成

２7
年
度
も
全
国
２
位
と
依
然
と
し
て

高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
ス
ト
レ
ス
や
健
康
問
題
な

ど
を
抱
え
な
が
ら
生
活
す
る
私
た
ち

に
と
っ
て
、
心
の
健
康
を
損
な
う
可

み
ん
な
で
守
る
こ
こ
ろ
と
い
の
ち

能
性
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
自
殺
は
特
別
な
人
に
起
こ
る
問
題

で
は
な
く
、
一
人
一
人
に
と
っ
て
身

近
な
問
題
で
す
。

　

も
し
悩
み
ご
と
を
抱
え
て
い
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
あ
な
た
を
支

え
る
相
談
窓
口（
表
１
）に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
あ
な
た
が
で

き
る
こ
と

　

自
殺
を
考
え
る
人
は「
死
ぬ
し
か

な
い
」と
視
野
が
狭
ま
っ
て
い
た
り
、

「
孤
立
し
て
い
る
」と
感
じ
た
り
し
て

い
ま
す
。
自
殺
者
を
一
人
で
も
減
ら

す
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
意
識
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

①
気
づ
き　
家
族
や
仲
間
の
変
化
に

気
づ
い
て
、
声
を
掛
け
る
。

②
傾
聴　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重

し
、
耳
を
傾
け
る
。

③
つ
な
ぎ　
早
め
に
専
門
家
な
ど
に

相
談
す
る
よ
う
促
す
。

④
見
守
り　
温
か
く
寄
り
添
い
な
が

ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る
。

　
自
分
や
大
切
な
人
の
か
け
が
え
の

な
い
命
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

健康福祉課健康推進係 ☎・内線10８４
保健のひろば相談窓口 電話番号 開設時間など

市健康福祉課 74-2111
月曜～金曜日
　午前8時半から
　午後５時まで

県央保健所 019-629-6574
月曜～金曜日
　午前9時から
　午後４時半まで

こころの相談電話
（県精神保健福祉

センター）
019-622-6955

月曜～金曜日
　午前9時から
　午後9時まで

盛岡いのちの電話 019-654-7575
月曜～土曜日
　正午から午後9時まで
日曜日
　正午から午後６時まで

表 1　相談窓口の電話番号や受付時間など（年末年始と祝日は除く）
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